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ガイドラインの改訂に向けた検討のポイント 1 
 2 

 3 
１．ガイドラインの位置付け及び構成、生成 AIをめぐる現状 4 
  2023 年 7 月の暫定的なガイドラインの策定後も、マルチモーダル化や RAG など生成 AI5 
の技術革新やそれらを活用したサービス開発・社会実装が飛躍的なスピードで進展してい6 
ることを踏まえつつ、下記のような要素について記載してはどうか。 7 

 8 
（１）ガイドラインの位置付け及び構成について 9 
・  本ガイドラインは、学校現場において適切な生成 AI の利活用を実現するための参考10 

資料として、利活用にあたっての基本的な考え方や教職員や教育委員会等の学校関係者11 
が抑えるべきポイントをまとめたものである（一律に禁止・活用の義務付けをするもの12 
ではない。） 13 

・  ガイドラインは、本文及び参考資料等で構成する。 14 
・  ガイドラインは、①生成 AIについての基本情報と関連するリスク、②生成 AIの利活15 

用についての基本的な考え方に加えて、教職員や教育委員会等の学校関係者が読み手で16 
あることを踏まえ、③利用場面ごとに押さえるべきポイント、の大きく 3点について記17 
載し、参考資料には、学校関係者が生成 AI を活用する際に押さえておくべきポイント18 
を示すチェックリスト等を掲載。 19 

 20 

  21 

資料１ 

【関連する暫定的なガイドラインにおける主な記載】 
１．本ガイドラインの位置づけ 
・ 生成 AIは黎明期にあり、技術革新やサービス開発が飛躍的なスピードで進展している。こうし

た中、教育現場においても、様々な活用のメリットを指摘する声がある一方、子供が AIの回答を
鵜呑みにするのではないか等、懸念も指摘されている。その一方で、児童生徒や教師を含め、社会
に急速に普及しつつある現状もあり、一定の考え方を国として示すことが必要である。 

・ 本ガイドラインは、生成 AI に関する政府全体の議論や G7教育大臣会合における認識の共有、幅
広い有識者や、中央教育審議会委員からの意見聴取を経て、主として対話型の文章生成 AIについ
て、学校関係者が現時点で生成 AIの活用の適否を判断する際の参考資料として、令和５年６月末
日時点の知見をもとに暫定的に取りまとめるものである（一律に禁止や義務づけを行う性質のもの
ではない）。 

・ このため、本ガイドライン公表後も、「広島 AIプロセス」に基づく様々なルールづくりの進展、
科学的知見の蓄積、サービス内容や利用規約の変更、学校現場の優れた取組事例、本ガイドライン
に対する幅広い関係者からのフィードバックなどを踏まえて、機動的に改訂を行うこととする。 

この資料は、本会議において生成 AIの利活用に関する具体的な方向性について意見交

換・検討を行ってきた内容を基にガイドラインの改訂に向けた検討のポイントとして整

理したものである。また、今後の議論の参考となるよう現行ガイドラインの関連記載等を

付記している。 
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（２）生成 AIに関わるサービス・技術の進展とリスクについて 1 
・  現在の生成 AI は技術的には難関な資格試験に合格するレベルに達しているとも言わ2 

れ、大量の情報処理が瞬時に可能、実物との見分けがつかない動画を分単位で生成、数3 
秒の声のサンプルで自由な発声を生成できるところまで進展している。既に一定数の児4 
童生徒が学校外で生成 AIに触れているとの調査もあり、様々なサービスに生成 AI技術5 
が取り入れられるなど生活環境への統合が進んでいる。文書作成ソフトなど慣れ親しん6 
だソフトウェアや児童生徒の学習環境にも統合されていくことが予想される。 7 

・  汎用基盤モデルを API利用した様々なサービスも出現しており、特定のビックテック8 
企業に限らず、生成 AI サービスを提供する主体やサービスの形態は多様になっている9 
状況である。 10 

・  用途や機能を限定した生成 AI を搭載した学校向けの教育サービスも登場している。11 
例えば、答えをすぐに示すのではなく、児童生徒が自ら答えにたどり着けるように伴走12 
していくような柔軟な設定が可能なものも存在している。 13 

・  一方で、現在の生成 AI技術においても、生成された内容の誤り（ハルシネーション）14 
を完全に防ぐことは困難であるとされている。また、ハルシネーションの見極めには高15 
度な専門的知識を要するとの指摘もある。他にも、参照元の情報の偏り（バイアス）等16 
による公平性の問題、機密情報や個人情報の流出、著作権侵害、人権侵害、更には環境17 
負荷や技術への依存といった様々な懸念がある。 18 

・  生成 AIがそれらしい出力を行う中、安易に生成 AIを授業や児童生徒の学習に導入に19 
することで、子供たちが学習すべき内容に対して、楽をして答えを求めるような状況を20 
助長するリスク、答えを出す AI に依存することで自らの創造性が低下するリスク、AI21 
の出力を鵜吞みにしてしまい批判的な思考力が低下するリスクが指摘されている。 22 

・  一部の懸念については、情報の参照元を明らかにする、著作権侵害等のリスク低減や23 
不適切な言葉・情報を制御するといった仕組みを実装するなど、サービス提供者側にお24 
いても一定の配慮がなされている例がある。 25 

・  生成 AI の登場を踏まえた、AI を取り巻く環境全体に関する議論として、経済産業省26 
及び総務省により「AI事業者ガイドライン」（第 1.0版）が令和 6年 4月にとりまとめ27 
られた。AIに関わる役割を開発者・提供者・利用者の 3つに大別した上で、各主体に共28 
通の指針・取り組む事項として、人間中心・安全性・公平性・プライバシー保護・セキ29 
ュリティ確保・透明性・アカウンタビリティの 7観点を示している。また、AI利用者に30 
関する事項として、安全を考慮した適正利用、バイアスへの配慮、個人情報の不適切入31 
力及びプライバシー侵害への対策、セキュリティ対策、ステークホルダーへの情報提供・32 
説明、規約の遵守について示されている。 33 

・  このような様々なリスクや懸念、技術的な対応、AIに関するルール作りの進展等も踏34 
まえながら、基本的な考え方や学校現場で押さえるべきポイントを整理すべきである。 35 
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２．生成 AIの利活用に当たっての基本的な考え方 1 
  暫定的なガイドラインにおける基本的な考え方や生成 AI 活用の適否に関する考え方、2 
学習指導要領における「情報活用能力」の位置付けや生成 AI との関連性を踏まえつつ、3 
下記のような要素について記載してはどうか。 4 

 5 
（１）人間中心の学校現場における利活用について 6 
・  生成 AI はあくまで人間が発明した道具に過ぎない。教育分野においてこのような技7 

術の活用にあたっては、短期的に活用すること自体を目的化せず、何のために活用する8 
のかという目的意識が重要である。 9 

・  児童生徒の学習場面における活用にあたっては、様々なリスクを踏まえつつ、現在の10 
暫定的なガイドラインに示すように、「児童生徒の発達の段階や実態に応じて、教育活11 
動や学習評価の目的を達成する上で効果的か否か、学習指導要領に定める資質能力の育12 
成を阻害しないか」といった基準で、引き続き判断すべきである。 13 

・  その上で、学ぶことの意義についての理解を深める指導や個々の情報の意味を理解し、14 
問題の本質を問うこと、単なる個別知識の集積ではない深い意味理解を促すことの重要15 
性が高まっている。暫定的なガイドラインにおいても指摘されているように、人間中心16 
の発想で生成AIを使いこなしていくためは、各教科等で学ぶ知識や文章を読み解く力、17 
常に問題意識を持ち問いを立て続けることやその前提としての「学びに向かう力、人間18 
性等」の涵養などがこれまで以上に重要である。 19 

・  教職員の校務における利用についても、様々なリスクを踏まえつつ、利活用を進め働20 
き方改革につなげていくことが重要である。 21 

・  生成 AI の登場以降も、教師の重要性は変わらず、児童生徒一人一人の学びを最大限22 
に引き出し、主体的な学びを支援する伴走者としての役割が一層求められる。 23 

・  また、教師の学びの姿も、子供たちの学びの相似形であり、情報技術を日常の校務等24 
に活用できるようにすることは重要である。学校現場における AI の活用に関する判断25 
を適切に行うためにも、教師にも一定の AIリテラシーが求められる。 26 

 27 
（２）生成 AIを踏まえた情報活用能力の育成強化について 28 
・  学校における生成 AI の活用については、現行の学習指導要領の趣旨を踏まえ、学習29 

指導要領で定められている情報活用能力の育成の観点や、個別最適な学びや協働的な学30 
び、主体的・対話的で深い学びを実現していくための１つのツールとして有効かどうか31 
という観点から捉えることが重要である。 32 

・  学習指導要領に示す情報活用能力（情報モラルを含む。）とは、世の中の様々な事象33 
を情報とその結び付きとして捉え、情報及び情報技術を適切かつ効果的に活用して、問34 
題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていくために必要な資質・能力である。 35 

・  現行ガイドラインでも述べられている通り、このような情報活用能力の育成について36 
は、すべての学校において生成 AIの普及を念頭に一層充実させることが重要である。 37 

・  なお、生成 AI を適切に使いこなすためには、情報活用能力のみならず、言語能力や38 
問題発見・解決能力等の学習の基盤となる様々な資質・能力にも十分に意を用いて、子39 
供たちの発達の段階や各学校・地域の実情を踏まえた活用を進めていくことが重要。 40 
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【関連する他の参考資料等】 
・文部科学省「教育情報セキュリティポリシーガイドライン（令和６年１月版） 
・文部科学省「教育データの利活用にかかる留意事項」 
・経済産業省・総務省「AI事業者ガイドライン ver1.0」 

３．生成 AIの利活用に当たり押さえておくべきポイント 1 
学校における生成 AI の適切な活用を実現するため、暫定的なガイドラインの記載内容等2 

を踏まえつつ、生成 AI を活用する場面や主体ごとに押さえておくべきポイントを記載して3 
はどうか。 4 
 5 
（１）共通して押さえておくべきポイントについて 6 
  暫定的なガイドラインの記載内容、「AI事業者ガイドライン」や「AIと著作権に関する7 
考え方について」等の政府文書において示されている内容との整合性を踏まえつつ、下記8 
のような要素について記載してはどうか。 9 

  10 
① 安全性を考慮した適正利用 11 
人間中心の考え方をもとに AI サービスの利用に関するリスクを低減させるためには、12 

関係法令を遵守した利用を前提とし、開発者や提供者の想定する範囲内での生成 AI サー13 
ビスの適正な利用を行う必要がある。 14 
 15 

② 教育情報セキュリティポリシーの遵守 16 
AI サービスの利用時には、不正な操作等によってサービスの振る舞いに意図せぬ変更17 

又は停止が生じることのないように、セキュリティを確保することが必要であり、組織内18 
の情報セキュリティを確保するための方針、体制、対策等を包括的に定める教育情報セキ19 
ュリティポリシーを遵守しなければならない。 20 
 21 

③ 個人情報やプライバシーに関する情報保護 22 
入力した個人情報やプライバシーに関する情報が生成 AI の機械学習に利用されること23 

があり、生成 AIサービスからも回答として出力されるリスクがある。また、AIが生成し24 
た回答に不正確な個人情報やプライバシーに関する情報が含まれるリスクもある。このよ25 
うなリスクに鑑み、AIサービスの利用においては、プライバシーを尊重し保護すること、26 
及び個人情報保護法等の関係法令を遵守することが重要である。 27 
 28 

④ 公平性・バイアスへの配慮 29 
AIサービスの利用時に、特定の個人ないし集団への人種、性別、国籍、年齢、政治的信30 

念、宗教等の多様な背景を理由とした不当で有害な偏見及び差別をなくすよう努めること31 
が重要である。 32 
 33 

⑤ 透明性、関係者への説明責任 34 
学校現場における AI サービスの利用においては、そのリスクを踏まえ必要な範囲で関35 

係者に対し AIサービスの利用目的やその様態等の情報を提供することが重要である。 36 
 37 

 38 
 39 
 40 
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（２）教職員が利活用する場面で押さえておくべきポイント 1 
  中央教育審議会において、業務の効率化や質の向上など、働き方改革の一環として生成2 
AI の活用を推進する必要があると提言されていることを踏まえつつ、下記のような要素3 
について記載してはどうか。 4 

 5 
・  生成 AI の活用により、授業準備（教材のたたき台や演習問題やテスト問題のたたき6 

台など）、採点・評価、特別な配慮を要する児童生徒への対応、外国人児童生徒への対7 
応、不登校児童生徒への対応、保護者や児童生徒へのお知らせ文書等の作成、アンケー8 
トの集計、職員会議などの資料作成・議事録作成、校内研修等、様々な場面において教9 
職員の業務のサポートが可能と考えられる。 10 

・  また、学校行事（校外学習等の工程作成のたたき台や運動会の競技種目案のたたき台11 
など）や部活動（練習メニュー案・遠征時の交通経路作成や未経験者が顧問に就任した12 
際の基礎的な勉強相手としての活用など）に生成 AI を活用することも考えられる。更13 
には、教育相談や生徒指導などへの活用についても想定されるところである。 14 

・  更に、GIGAスクール構想の進展により教育現場の学習系データ・校務系データが蓄積15 
されていることを踏まえれば、これらのデータを効果的に利活用・連携する観点で、デ16 
ータ抽出・分析に生成 AIを活用することも考えられる。 17 

・  校務での生成 AIの活用に当たっては、教職員がハルシネーション等の生成 AIの特徴18 
を十分に理解した上で、生成された内容の適切性を判断できる範囲内で利用するととも19 
に、教育情報セキュリティや個人情報保護との関係について、生成 AI サービスの内容20 
に応じて配意することが必要であり、生成 AI ツールを巡る課題・リスクや懸念を十分21 
に踏まえた上で、各学校設置者及び各学校において、その利用について判断することが22 
必要。 23 

・  個別契約等でセキュリティが確保された環境で生成 AI を運用している場合を除き、24 
質問（プロンプト）に個人情報や成績情報などの重要性の高い情報を入力しないことが25 
重要。 26 

・  言語モデルに内在しているバイアスの観点も踏まえて、管理職等は教職員が生成 AI27 
をどのように利用しているのかモニタリングをしておくことも重要。 28 

  29 
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（３）児童生徒が利活用する場面で押さえておくべきポイント 1 
  現在の暫定的なガイドラインにおけるチェックリストの記載内容等を踏まえつつ、下記2 
のような要素について記載してはどうか。 3 

 4 
① 段階に応じた生成 AIの利活用について 5 

・  生成 AIの活用ステージとして、「生成 AI自体を学ぶ段階」、「使い方を学ぶ段階」、「各6 
教科の学習や探求的な学習に生かしていく段階」、「日常使いする段階」などを意識しつ7 
つ、それぞれを往還しながら情報活用能力の一部として生成 AI の仕組みへの理解や生8 
成 AIを学びに活かす力を段階的に高めていくことが考えられる。  9 

・  なお、小学校段階においても、「生成 AI自体を学ぶ段階」に取り組むことは可能であ10 
る。まずは、情報モラル教育の一環として教師が授業中に生成 AI との対話内容を提示11 
することなどを通じて、基本的な事項を学び、更に生成 AI に関する体験を通じて、生12 
成 AIについての冷静な態度を養っていくことが考えられる。 13 

 14 
② 生成 AIを使って学ぶ際のポイントについて 15 

・  １人１台端末を用いて児童生徒に生成 AI サービスを利用させる場合、年齢制限をは16 
じめとする利用するサービスの約款、その他提供条件から、利用に当たってのリスクが17 
許容できることを校長及び担当教員が確認し、必要に応じて事前に保護者の理解を十分18 
に得た上で、教員の適切な指導監督の下で子供たちに利用させることが必要。 19 

・  楽をして答えを求めるような状況を助長していないか、生成 AI の回答によるバイア20 
スが生じていないかに配意が必要。 21 

・  生成 AI が提示した回答をそのまま使うのではなく、児童生徒の発達の段階や実態に22 
応じて、学習指導要領に定める資質能力の育成を阻害しないか、教育活動や学習評価の23 
目的を達成する上で効果的か否かを確認することが必要。また、生成 AI の回答を常に24 
慎重に判断し、正確性・事実関係の確認を行うことも必要であり、そのためにも生成 AI25 
の回答と向き合う時間の確保が必要。 26 

・  個別契約等でセキュリティが確保された環境で生成 AI を運用している場合を除き、27 
質問（プロンプト）に児童生徒名や教職員名などの個人が特定される情報、写真等の個28 
人情報を入力しないことも重要。また、入力した情報を学習させないという設定が可能29 
な生成 AIサービスについては、機械学習を許容しない設定を講じた上で生成 AIを利用30 
することを推奨する。 31 

・  言語モデルに内在しているバイアスの観点も踏まえて、児童生徒がどのように利用し32 
ているのかモニタリングをしておくことも重要。 33 

 34 
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（４）教育委員会が押さえておくべきポイント 1 
現在の暫定的なガイドラインにおけるチェックリストの記載内容等を踏まえつつ、下記2 

のような要素について記載してはどうか。 3 
 4 
・  生成 AIの活用について一律に禁止したり、義務付けしたりするような硬直的な運5 

用は望ましくなく、各学校の状況を踏まえた柔軟な対応が望まれる。 6 
・  約款への同意及び簡易なアカウントの登録により当該機能を利用可能なサービス7 

である、約款による外部サービスとして生成 AIを利用する際には、原則、約款に提示8 
された提供条件だけで利用を判断することになるため、最新の「教育情報セキュリテ9 
ィポリシーに関するガイドライン」（文部科学省）も踏まえつつ、そのリスクを十分踏10 
まえた適切なセキュリティ対策を講じる必要がある。  11 

・  また、校務の効率化を推進する観点では、データベース整備を含む、個人情報や12 
重要性の高い情報を取り扱うことのできる利用環境を構築・運用することも考えら13 
れる。個人情報や重要性の高い情報の取扱いについて、最新の「教育情報セキュリ14 
ティポリシーに関するガイドライン」（文部科学省）、「教育データの利活用に係る留15 
意事項」（文部科学省）等も参照し、個別契約に基づき各教育委員会のネットワーク16 
環境に即した、既存の校務系システムと同程度のセキュリティ対策を講じる等、適17 
切なセキュリティ対策及び情報の取り扱いを確保する必要がある。 18 

・  なお、個別契約に基づく環境構築を実施した場合においても、生成 AIに特徴的な19 
ハルシネーションやバイアス等の懸念やリスクは解消されないため、教職員による20 
最終的な判断は不可欠であること等、学校に対して適切な情報提供を行う必要があ21 
ることに留意すべきである。 22 

・  生成 AIの活用については、実践を積み重ねている学校や教員とそうでない学校や23 
教員間での差が大きいことが指摘されている。域内の先行事例や教材・ノウハウを24 
共有することや、AIに関する理解・活用の事例を深めるような研修の実施が望まれ25 
る。 26 

 27 


